
 
 
 
 
 
 
 

７月は一学期のまとめの月です。今日から個人懇談が始まり、５年生は 10 日

から自然学校に行きます。いい締めくくりをして夏休みを迎えましょう。 

◎はきものをそろえると心もそろう 
はきものをそろえると 心もそろう  
心がそろうと はきものもそろう  
ぬぐときに そろえておくと はくときに 心がみだれない  
だれかが みだしておいたら だまってそろえて おいてあげよう  
そうすればきっと 世界中の人の心も そろうでしょう  
これは、長野県にある円福寺というお寺の和尚さんだった藤本幸邦さんが作ら

れた詩です。  
藤本さんは戦争で親を亡くした多くの子どもたちをお寺で育てていました。あ

る日、玄関を見ると、脱ぎ捨てられた靴が折り重なったり、あちらこちらにばら

ばらになっているのを見た藤本さんは心を痛め、子どもたちに「はきものをほっ

ぽらかしにしておくと、また戦争になってしまうぞ」と教えたのです。これがき

っかけになって、この詩が作られまた。  
みなさんは玄関や図書室、トイレなどで靴やスリッパがばらばらになっていた

らどのように感じますか。  
私はこのように感じます。自分

の靴をそろえずに脱ぎっぱなしに

する人は、他の人がどのような気

持ちになるのかということを全く

考えず、自分さえ良ければいいと

いった、とても自分勝手な考え方

をする人ではないか。逆に、自分

の靴をそろえることができる人は、心が穏やかで、自分の行動を冷静に考え、他

の人がどのような気持ちになるのかも考えることができる人ではないか。そのよ

うな人は、他の人が乱した靴を、だまってそろえることもできる人でしょう。  
一人ひとりが自分のことを落ち着いて見つめ、他の人の気持ちを考えた行動が

とれるようになれば、お互いに気持ちの良い生活ができるようになります。  
この詩をもとに、みなさんもこの一学期の自分の行動をもう一度振り返ってほ

しいと思います。  
 
自然学校 

５年生の自然学校の様子はホームページで紹介します。ご覧ください  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

 

◎今年度からあゆみ(通知表)が変わります 
 ４月より市内全小中学校に児童の学籍や成績、出欠や保健などの情報処理を一括で行う

「校務支援システム」が導入されたことに伴いあゆみ(通知表 )の体裁及び配布方法が変更さ

れることになりました。 
用紙の大きさは A３版になり、学期末ごとに、新たにプリントアウトしたものをお渡しします。 
両面印刷 (２つ折り)はこれまで通りですが、観点の項目やレイアウト等が変わります。 
１・２学期の「あゆみ」(厚さが薄め)は今まで通り次学期初めに回収します。 
３学期には１年間をまとめた「あゆみ」(厚め)をお渡ししますので家庭で保管ください。 

 くわしくは、個人懇談でプリントを配布し説明いたします。 

◎工事が始まります 
７月１０日 (月 )から体 育 館の天井 落下 防 止工 事 が始まります。また、７月 ２１日 (金 )から空

調 設 備 の工 事 が始 まります。どちらの工 事 も８月 末 までの予 定 です。この間 、体 育 館 と空 調

設 置教 室 は使 用できません。また、中 庭も資 材 置き場や工 事関 係 者の駐 車場 となり使 用で

きなくなります。 
ご迷惑をおかけしますがご協力お願いいたします。 
◎来年度から運動会を一学期に行います 
  近年、２学期が始まり高温多湿の中での練習は熱中症等のリスクも高く子どもたちへの負

担も大きくなっています。 
 子どもたちの安全や負担軽減を考え来年度 (平成３０年度 )より運動会を５月下旬～６月上

旬に行うことにしました。 
 保護者、地域のみなさまにはご理解いただきますようお願い申し上げます。 
 
※日々の学校生活についても、ホームページで紹介しています。ご覧ください。 
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 夏こそ体験を! 
 今月 21 日から子どもたちが楽しみにしている長い夏休みがはじまります。 
 卒業生に小学校で一番心に残っているものは何かと尋ねると、多くの子どもが
修学旅行や自然学校をあげます。子どもたちは自然体験や体験的活動を通して自
然の美しさを発見したり、自信や満足感をあじわいます。夏休みは時間が取れま
すので、自然体験や体験活動を行う絶好の機会です。 

 田舎に行く、旅行をするといった遠くへ行く事ばかりでなく、ものを作る、課

題について調べる、料理をする、動植物を育てる、遊ぶなど、日常の中でもいろ

いろな体験ができます。その課題を解決するため、試行錯誤しながら追及し、課

題解決を図っていく過程で、子どもは考える力、判断力、学び方を身につけるこ

とができます。さらに、解決の過程で驚いたり、知的好奇心を高めたり、解決で

きた成就感を味わったりすることでしょう。このように様々な体験を重ねていく

ことは、「生きる力」を育むことになります。  
 日ごろ、子どもとの時間がなかなかとれないというご家庭でも、夏休みには一

緒に過ごす時間も増えてくると思います。子どもと一緒に体験し団欒を深めてい

ただければと願っています。  


